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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成29年9月14日(2017.9.14)

【公開番号】特開2015-75236(P2015-75236A)
【公開日】平成27年4月20日(2015.4.20)
【年通号数】公開・登録公報2015-026
【出願番号】特願2014-183934(P2014-183934)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  35/073    (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  25/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ   35/073    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月2日(2017.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフト部材を回転可能に支持するための軸受アセンブリであって、前記軸受アセンブ
リは、
　第一軸受軌道を有する外リングと、
　第二軸受軌道を有する内リングであって、前記第二軸受軌道は前記第一軸受軌道に対し
て対向的にカラー状に離間しており、前記内リングは、前記内リングの少なくとも１つの
末端から片持ち構成で延在する複数の中子部材を有し、前記複数の中子部材の各々はその
間に形成されたスロットを有する、内リングと、
　前記第一軸受軌道および前記第二軸受軌道の間で離間して、これらと係合して配置され
た、複数の軸受部材と、
　前記内リングの内表面に沿って周方向に延在する切り欠き溝であって、前記複数の中子
部材と略隣接しており、前記複数の中子部材の有効片持ち距離を増加させるようになって
いる、切り欠き溝と、
　前記複数の中子部材と係合して、前記内リングをシャフトに結合するために前記複数の
中子部材上に圧縮力を印加する、係止部材と、を含む軸受アセンブリ。
【請求項２】
　前記内リングの前記内表面に沿って周方向に延在する前記切り欠き溝が、前記内リング
の前記内表面に沿って連続的に延在する、請求項１に記載の軸受アセンブリ。
【請求項３】
　前記複数の中子部材の各々が、上面および底面を含んでこれらによって最小厚みを画定
し、前記複数の中子部材の各々の前記最小厚みは、前記中子部材の前記上面と前記切り欠
き溝との間の最小壁厚とほぼ等しい、請求項１に記載の軸受アセンブリ。
【請求項４】
　前記複数の中子部材の前記有効片持ち距離が前記複数の中子部材の各々の実際の片持ち
距離よりも長く、前記有効片持ち距離は、前記複数の中子部材の各々の遠位末端から前記
切り欠き溝の近位辺まで測定される、請求項１に記載の軸受アセンブリ。
【請求項５】
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　前記第二軸受軌道が硬化物の摩耗硬化領域を画定するために摩耗硬化されており、前記
摩耗硬化領域は前記内リングの外表面に沿って測定されたときに幅を有し、前記幅は、前
記摩耗硬化領域の遠位点と前記切り欠き溝の近位辺との間の距離の少なくとも２倍である
、請求項１に記載の軸受アセンブリ。
【請求項６】
　前記第二軸受軌道が、前記内リングの外表面に沿って遠位点を有する硬化物の摩耗硬化
領域を画定するために摩耗硬化されており、前記遠位点と前記切り欠き溝の近位辺との間
の軸方向距離は、前記切り欠き溝の幅に所定定数を掛けた積以上である、請求項１に記載
の軸受アセンブリ。
【請求項７】
　前記所定定数が０．６である、請求項６に記載の軸受アセンブリ。
【請求項８】
　前記内リングの前記内表面に沿って周方向に延在する前記切り欠き溝が前記複数の中子
部材の間に形成された前記スロットの各々と交差する、請求項１に記載の軸受アセンブリ
。
【請求項９】
　前記切り欠き溝が、弓形表面で終端する、対向する平行な辺を含む、請求項１に記載の
軸受アセンブリ。
【請求項１０】
　前記切り欠き溝が、平面で終端する、対向する平行な辺を含む、請求項１に記載の軸受
アセンブリ。
【請求項１１】
　前記平行な辺のうちの少なくとも１つと前記平面との間に形成された面取りをさらに含
む、請求項１に記載の軸受アセンブリ。
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